
様式第１号（第６条関係） 

 

令和○年○月○日 

島根県知事 丸山 達也 様  

  （申請者）                          

                    住   所 ○○市○○町○番地 

                    氏   名 ○○ ○○ 

                    電話番号 ○○○-○○○○-○○○○ 

 

（共同申請者）※PPA事業者又はリース事業者                         

                    住   所  

                    法人の名称  

                    代 表 者  

                    電話番号  

 

しまね省エネ住宅・再エネ設備パッケージ補助金交付申請書 

 

 しまね省エネ住宅・再エネ設備パッケージ補助金の交付を受けたいので、しまね省エネ住宅・再エ

ネ設備パッケージ補助金交付要綱（以下「交付要綱」という。）第６条の規定に基づき下記のとおり申

請します。 

記 

１．補助事業の内容及び交付申請額 

補助の組合せ 
申請する

ものに☑ 

補助金交付申請額 

（共同申請者に係る交付申請額） 

Ａ ZEH、太陽光発電設備 □ 
円  

（          円） 

Ｂ ZEH、太陽光発電設備、蓄電池 □ 
円  

（          円） 

Ｃ ZEH+、太陽光発電設備 □ 
円  

（          円） 

Ｄ ZEH+、太陽光発電設備、蓄電池 ☑ 
2,100,000円  

（          円） 

Ｅ ZEH □ 円  

Ｆ ZEH+ □ 円  

    

２．補助事業の実施計画 

   事業実施計画書（別紙１－１、１－２、１－３、１－４）のとおり 

 

３．申請要件の確認 

   交付要綱第３条第２号の要件を満たしていることを申し立てます。 

※交付要綱第３条第２号の要件に適合する場合は右記□にチェックを入れてください。 

 

４．添付書類 

  交付要綱別表６に掲げる添付書類 

記入例 

提出日 

太陽光発電設備や蓄電池をPPA又

はリースにより導入する場合は、

PPA事業者又はリース事業を共同

申請者としてください。 

✔ 

別紙1-1～1-3の補助金交付申請額

の合計を記入してください。 



様式第１号（別紙１－１） 

事業計画書（省エネ住宅） 

 

工 務 店 の 情 報 

許 可 番 号 ○○○○許可 第○○○○○○号 

商 号 又 は 名 称 ○○○○株式会社 

代 表 者 の 氏 名 代表取締役 ○○ ○○ 

主 た る 営 業 所 

の 所 在 地 

〒○○○－○○○○ 

○○市○○町○○番地 

担 当 者 名 ○○ ○○ 

電 話 番 号 ○○○○－○○－○○○○ FAX番号 ○○○○－○○－○○○○ 

Ｅ メ ー ル ○○○○＠□□□□ 

県産木材の供給から

設計・施工までをグル

ープ化して取り組む

団体に属する工務店 

 該 当 項 目 に☑ 

☑ 「しまねの木」活用工務店 

（認定番号：○○○○○           ） 

□ 地域型住宅グリーン化事業に取り組む工務店 

  （団体名：                 ） 

□ その他の団体に属する工務店 

（団体名：                 ） 

新築住宅供給戸数 別紙３のとおり 

補 助 対 象 住 宅 

の 情 報 

住 所 
〒○○○－○○○○ 

○○市○○町○番地 

延 べ 床 面 積 ○○○.○○㎡  

屋 根 面 積 ○○○.○○㎡  

主要構造部における

県産木材の使用割合 
別紙２のとおり 

地 域 の 区 分 

該 当 項 目 に ☑ 
□ ４地域    □ ５地域    ☑ ６地域 

省エネ住宅の区分 

 該 当 項 目 に☑ 
□ ZEH        ☑ ZEH+ 

外皮平均熱貫流率 

U A 値 ( 見 込 ) 

  ○.○○ Ｗ/㎡･Ｋ  

 (小数点以下第２位まで、第３位以下切り上げ) 

エネルギー削減率①※１ 

( 小数点以下切捨て ) 

  ○○ ％ 削減 

エネルギー削減率②※２ 

( 小数点以下切捨て ) 
  ○○○ ％ 削減 

EV 充電用コンセント等 

(ZEH+で要件選択した場合のみ) 

メーカー名：○○○○社 

型 式：○○○○ 

HEMS 

(ZEH+で要件選択した場合のみ) 

メーカー名： 

型 式： 

ECHONET Lite規格の認証登録番号： 

工 事 着 手 予 定 日 令和○年○月○日 

完 成 予 定 日 令和○年○月○日 

居 住 開 始 予 定 時 期 令和○年○月○日 

記入例 

「しまねの木」活用工務店の認定を 

申請している場合を、「認定申請中」 

と記載してください。 

申請内容に係る担当

者連絡先を記入して

ください。 

ZEH ：４～６地域で0.60以下 

ZEH+：４地域で0.40以下、 

５～６地域で0.50以下 

【削減率①】ZEH:20%以上、ZEH+:25%以

上 

【削減率②】100%以上 

【工事着手予定日】FAQの問3-15、 

3-16を参照してください。 

【完成予定日、居住開始予定時期】FAQ 

の問5-8、5-9を参照してください。 

※なお、R8.4.9より前に契約締結 

している場合は、補助の対象外です。 



工 事 請 負 契 約 書 等 の 契 約 金 額 ○○,○○○,○○○円 

補 助 対 象 経 費 （ 税 抜 き ） ○,○○○,○○○円 

補 助 金 

交 付 申 請 額 
定額※３ 

1,000,000円 

※１ 再生可能エネルギーを除いた設計一次エネルギー消費量の基準一次エネルギー消費量からの削減率（見込）  

※２ 再生可能エネルギーを加えた設計一次エネルギー消費量の基準一次エネルギー消費量からの削減率（見込） 

 ※３ ZEHの場合：55万円、ZEH+の場合：100万円 

 

 

  

【補助対象経費】 

断熱等（断熱材、玄関ドア、窓及びガラス）、 

空調設備、給湯設備、換気設備の購入及び 

工事に要する経費とBELS評価書取得に要する 

経費を記入してください。 

 

【交付申請額】 

 上記の補助対象経費と100万円（ZEHは 

55万円）の低い方を記入してください。 



様式第１号（別紙１－２） 

事業計画書（太陽光発電設備） 

 

施工者の情報 

（別紙１－１に記載

する工務店が元請け

の場合は記載不要） 

商 号 又 は 名 称  

代 表 者 の 氏 名  

住 所  

担 当 者 名  

電 話 番 号  FAX番号  

Ｅ メ ー ル  

補助対象設備 

の情報 

太 陽 電 池 

モ ジ ュ ー ル 

メ ー カ ー 名：株式会社◯◯◯◯ 

型 式：◯◯◯◯ 

公称最大出力合計：◯kW        

公称最大出力（ ◯◯◯ ）W×（ ◯◯ ）枚 

公称最大出力（ ◯◯◯ ）W×（ ◯◯ ）枚 

パワーコンディショナ

メーカー名：株式会社◯◯◯◯ 

型 式：◯◯◯◯ 

定格出力合計：◯kW 

導 入 方 式 

※ 該 当 項 目 に☑ 
☑ 自己所有  □ PPA  □ リース 

発電電力の自家 

消費割合（見込み） 

 別紙４のとおり 

工事着手予定日 令和○年○月○日 

完 成 予 定 日 令和○年○月○日 

PPA又はリース事

業 者 の 情 報 

PPA 又はリースに

より設置する場合

に記載 

商 号 又 は 名 称  

代 表 者 の 氏 名  

住 所 
〒 

 

担 当 者 名  

電 話 番 号  FAX番号  

Ｅ メ ー ル  

工 事 請 負 契 約 書 等 の 契 約 金 額 ○○,○○○,○○○円 

補助対象経費 

内 訳 金額（税抜き） 備 考 

 
太陽光発電設備の購入費※１ ○○,○○○,○○○円  

工 事 費※２ ○○○,○○○円  

合 計 ○○,○○○,○○○円  

補 助 金 交 付 

申 請 額 

太 陽 光 発 電 設 備 の 
最 大 出 力 ※ ３ × ７ 万 円 

       630,000円 

※１ 太陽光発電設備に付帯する設備（蓄電池を除く。）の購入費を含む 

※２ 補助事業で行われる工事のうち、太陽光発電設備の設置に係る部分の費用に限る 

※３ 太陽電池モジュールの公称最大出力合計とパワーコンディショナの定格出力合計の小さい値。小数点以下切捨

て。補助上限は９kWとする。  

記入例 

【工事着手日】FAQの問4-10、4-11を 

参照してください。 

【完成予定日】FAQの問5-8を参照して

ください。 

※なお、R8.4.9より前に契約締結 

している場合は、補助の対象外です。 

【交付申請額】 

 上記の補助対象経費と太陽光発電設備の最大出力

（小数点以下切り捨て）に７万円（上限は９kWま

で）を乗じて得た額の低い方を記入してください。 



様式第１号（別紙１－３） 

事業計画書（蓄電池） 

施工者の情報 

（別紙１－１に記載

する工務店が元請け

の場合は記載不要） 

商 号 又 は 名 称  

代 表 者 の 氏 名  

住 所  

担 当 者 名  

電 話 番 号  FAX番号  

Ｅ メ ー ル  

補助対象設備 

の情報 

蓄 電 池 

メ ー カ ー 名 ：株式会社◯◯◯◯ 

型 式 ：◯◯◯◯ 

蓄 電 容 量 ( A )※１：◯.◯ kwh 

初 期 実 効 容 量 ：◯.◯ kwh 

工事着手予定日 令和○年○月○日 

完 成 予 定 日 令和○年○月○日 

PPA又はリース事

業 者 の 情 報 

PPA又はリースにより

設置する場合に記載 

商 号 又 は 名 称  

代 表 者 の 氏 名  

住 所 
〒 

 

担 当 者 名  

電 話 番 号  FAX番号  

Ｅ メ ー ル  

工 事 請 負 契 約 書 等 の 契 約 金 額 ○○,○○○,○○○円 

補助対象経費 

内 訳 金額（税抜き） 備 考 

 
蓄 電 池 の 購 入 費※２ ○,○○○,○○○円  

工 事 費※３ ○○○,○○○円  

合 計(B) ○,○○○,○○○円  

蓄電池の価格※４(C) (B)／(A)        ○○○,○○○円/kWh 

単価(D) (C)×1/3        ○○,○○○円/kWh 

補助単価(E) 
単価(D)と※５の単価のい
ずれか低い方 

       47,000円/kWh 

補助額算定蓄電容量(F) 
蓄電容量(A)と※６のいず
れか低い方 

            10kWh 

補 助 金 交 付 
申 請 額 

(E)×(F)        470,000円（1,000円未満切捨て） 

要綱別表３の「別に定める蓄電池の仕様を満たすこ
と」について、上記蓄電池が該当することを施工業者
に確認しました。 
※該当する場合に☑ 

  ☑ 

次の条件を満たす蓄電池の取り扱いが無かったこと
を施工業者に確認しました。 
・蓄電池の価格が12.5万円/kWh以下 

※該当する場合に☑ 

  ☑ 

※１ 蓄電容量は、kWh単位で小数点第２位以下切捨てた値とする 

※２ 蓄電池に付帯する設備（太陽光発電設備を除く。）の購入費を含む 

※３ 補助事業で行われる工事のうち、蓄電池の設置に係る部分の費用に限る 

【工事着手日】FAQの問4-10、4-11を 

参照してください。 

【完成予定日】FAQの問5-8を参照して

ください。 

※なお、R8.4.9より前に契約締結 

している場合は、補助の対象外です。 

記入例 

【交付申請額】 

 蓄電池の補助金額の算出は、蓄電池の価格の

１／３（ただし、上限は4.7万円/kWhとす

る）に蓄電容量（ただし、最大10kWhまでとす

る）を乗じて得た額を記入してください。 

（1,000円未満は切り捨て） 



※４ 蓄電池の価格は12.5万円/ kWh以下となるよう努めること 

※５ 補助単価の上限は、4.7万円/ kWhとする 

※６ 補助額算定に用いる蓄電容量の上限は10kWhとする 

  



様式第１号（別紙１－４） 

 

 

事業計画書（事業実施予定） 

  

工程項目 工程内容・作業概要 実施予定時期 

基礎 杭打ち工事、根切り工事 

令和◯年◯月◯日 

から 

令和◯年◯月◯日 

基礎 
基礎工事 

（基礎断熱工事を含む） 

令和◯年◯月◯日 

から 

令和◯年◯月◯日 

上棟 
建て方～屋根仕舞 

（屋根工事、断熱工事を含む） 

令和◯年◯月◯日 

から 

令和◯年◯月◯日 

中仕上げ 
造作・電気・クロス 

（空調設備、給湯設備、換気設備の設置を含む） 

令和◯年◯月◯日 

から 

令和◯年◯月◯日 

外仕上げ 水道・外壁・基礎仕上げ 

令和◯年◯月◯日 

から 

令和◯年◯月◯日 

太陽光発電設備 南側屋根面に太陽光発電設備を設置 

令和◯年◯月◯日 

から 

令和◯年◯月◯日 

蓄電池 南側外部に蓄電池を設置 

令和◯年◯月◯日 

から 

令和◯年◯月◯日 

EV充電用 

コンセント 
駐車スペース近くの外壁に設置 

令和◯年◯月◯日 

から 

令和◯年◯月◯日 

BELS評価書 BELS評価書の申請 令和◯年◯月頃 

 

 

記入例 

補助対象となる、【断熱等（断熱材、玄関ドア、窓及びガラス）、 

空調設備、給湯設備、換気設備、BELS取得】、【太陽光発電設備】、 

【蓄電池】の工事・設置時期が分かるように記入してください。 



 

様式第１号（別紙２） 
 

県産木材使用割合計画書 
 

部位名 
木材使用量 

（Ａ） 
県産木材※使用量 

（Ｂ） 
県産木材使用割合 

（Ｂ／Ａ） 

柱 ◯◯.◯ｍ3 ◯◯.◯ｍ3 － 

土台 ◯◯.◯ｍ3 ◯◯.◯ｍ3 － 

内装材等 － ◯◯.◯ｍ3 － 

合計 ◯◯.◯ｍ3 ◯◯.◯ｍ3 ◯◯％ 

 ※「しまねの木認証要領」に基づき「しまねの木認証センター」が認証した「しま
ねの木」とする。 

 ※小数点第２位以下を切り捨てて第１位までとする。 

※内装材等に「しまねの木」を使用している場合は、その使用量を県産木材使用量（Ｂ）

に加えたうえで、県産木材使用割合（Ｂ／Ａ）を算出することができる。 

 

 

記入例 

使用割合が３５％未満の場合、 
補助の対象となりません。 



様式第１号（別紙３） 
 

令和○年◯月◯日   
 
 

島根県知事 丸山 達也 様 
 
（工務店） 
本 社 住 所   ○○市○○町○○番地 
事 業 者 名 ○○建設株式会社 

代表取締役 ○○ ○○   
電話番号  ○○○○－○○－○○○○ 

                                  

 

新築住宅供給戸数に係る確認書 

 
 

当社の直近３年間の新築住宅供給（引渡）戸数は、下記の通りであることを証明しま

す。 
 

記 
 

住 宅 供 給 戸 数 

令和４年度 ◯◯件 
令和５年度 ◯◯件 
令和６年度 ◯◯件 
 
平均    ◯◯件 

 

記入例 

【住宅供給戸数】 

FAQ の問 3-2、3–4 を参照してください。 



様式第１号（別紙４） 

      

 

発電電力の消費量計画書 

 

 

申請者 

住所 ○○市○○町○番地 

氏名 ○○ ○○ 

 

 

 

【想定値】年間発電量 

（Ａ） 
◯◯◯◯.◯ｋＷｈ 

【想定値】年間自家消費量 

（Ｂ） 
◯◯◯◯.◯ｋＷｈ 

【想定値】自家消費割合 

（Ｂ）／（Ａ） 
◯◯％ 

発電量の把握方法 
☑ データ計測装置を設置 

□ その他（          ） 

自家消費量又は 

売電量の把握方法 

☑ データ計測装置を設置 

□ その他（          ） 

※補助の要件として、補助事業にて設置する太陽光発電設備により発電した電力の３０％以上

を自家消費する必要があります。 

  ※施工業者等にご確認の上、各項目にご記入ください。 

 

 

記入例 

【年間発電量、年間自家消費量】 

 施工業者等へお問い合わせの上、 

記入してください。 

 

【自家消費割合】 

 ３０％以上の自家消費をすること 

が補助の要件となっています。 



様式第１号（別紙５） 
 

令和○年◯月◯日 
 

 島根県会計管理者 様 

 

（申請者） 

〒◯◯◯－◯◯◯◯ 

住  所  ○○市○○町○番地 

氏   名  ○○ ○○ 

電話番号  ○○○-○○○○-○○○○ 

 

口 座 振 替 申 出 書 
 
しまね省エネ住宅・再エネ設備パッケージ補助金については、下記の預金口座へ振り

込んでください。 
 

金融機関名  ◯◯銀行 

本・支店名  ◯◯支店 

預金種目 普通  ・  当座 

口座番号 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ※右詰めで記入して下さい。 

フリガナ ○○ ○○  

口座名義人  ○○ ○○  

 
※ 預金通帳の写し（本支店名等、上記の内容が確認できる部分）を添付してください。 
※ 原則として、申請者本人名義の口座とします。 


